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丹 羽 文 雄の 向う を はる ヮケ ではない が、 僕 も 西荻随 

筆 を 書かなければ ならない。 どうしても、 西 荻 随筆で 

なければ ならない ようで ある。 

西 荻 窪の T という 未知の 人から 手紙が きた。 ひらい 

てみ ると、 約束の 日に いらっしゃいませんで したが、 

至急 都合 をつ けて 来て 下さい、 という 意味の 文面で、 

日蝕 パレス (仮名) 女給 一同より、 となって いる。 

私 は、 西 荻 窪と いう 停車場へ 下車した こと は 生れて 

以来 一度 もない ので ある。 もっとも、 去年 は 酔っ払つ 

て 前後不覚、 奥 沢の 車庫へ はいり、 お巡りさんに 宿屋 

へ 案内して もらった ような 戦歴 も あり、 前後不覚の 最 



中に 何 を やって いるか、 どこへ 旅行して いるか、 ちょ つ 

と 見当の つかない 不安 もあった。 然し、 幸いな ことに 

は、 ここ 一 ヶ月 は、 京都へ 旅行し、 旅行先で 病臥し、 

帰京 後 も、 かぜが 治らず、 病臥 をつ、 V け、 あんまり ハ 

ナ をかん で、 中耳炎 気味で、 日々 苦しく、 まったく 外 

出した ことがない。 だから、 前後不覚 のうちに 日蝕 パ 

レスへ 遠征した 害 は 有り得な いので ある。 

去年の 暮、 僕の 旅行 中、 T という 人の 使いと いうの 

が 来て、 ふだん 来る 雑誌 記者と 人相 態度 も異 り、 十五 

分 もねば つて、 部屋の 中 をの ぞいたり、 うろつき 廻つ 

て、 女中 を 困らせた 人物が あった そうだ。 まさしく 手 



紙の 主の T なる 姓で あるから、 なるほど、 左様な 次第 

であった か、 と、 私 も 合点が いった。 

戦争 前に は、 僕の ニセ モノ はずい ぶん 横行した。 二 

セ モノの 横行す る 条件が そろって いたので ある。 つま 

り、 坂 口 安吾と いう 顔 は 誰も 知らない。 文壇の 内部で 

は、 名前 だけ は 通用す る。 広い 東京に は、 文学 女給、 

文学 芸者、 文学 ダン サ —など、 頓狂な のが 居る もので、 

そういう ところでは 僕の 名前が 通用して、 まず シッポ 

のでる 心配が ないから、 ニセ モノが 横行し、 中には 文 

学 青年の グル ー プを手 ダマに とって、 羽 振 をき かせて 

威張って いたの もいた。 俳句 をつ くる アン ゴ氏 もお り、 
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